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で書いた第 6 章「製作日誌」と第 7章の編集工程の説明が入ることで、具体性をもつ論文となった。
しかし一方でタイトルにある「暮らしのモンタージュ」そのものはプラットフォームとして図式的
に提示されるに留まっており、具体的な検証は今後の活動の課題として残されている。 
また論文では東浩紀の『観光客の哲学』（2017 年、株式会社ゲンロン）は、参考文献リストにあげ
られているのみで、本文中での言及はない。しかし『観光客の哲学』が提起する哲学的課題は本研究
と共鳴する数多くのアイデアがあり、ある意味で本作品は、東のいう観光客の哲学を、映像という
媒体において実践しているもののようにも見える。これは決して、東のアイデアをもとに作品を作
ったというようなものではなく、むしろ本作品が、東が提示した哲学的可能性をより広げていると
いう意味であり、澤崎氏による具体的な言及によりその可能性が示されることが望まれる。ただし
澤崎氏の「観光の哲学」的な指向性と、氏がフィールドワークで同伴した農学者の田中氏や人類学
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者の清水氏との「指向性の微妙な齟齬」についても考える必要がある。 
澤崎氏の作品は、「移動」が常態化した現代社会を見据えて、土着的生活から抜け出すしかない私
たちの暮らしのありようを考え直すために世界中の暮らしを比較するような視点に立つ。しかし二
人の研究者は、バニラ栽培や学校運営など、それぞれの地域の土着的な生活を成り立たせることを
目的とした実践をしている。この土着的な生活作りの具体的実践を中心に置いて考える時、「余白」
に注目して作り上げた「観光の哲学」的な作品は、抽象的で内省的な質を帯び、田中や清水の研究と
は反対の方向を向いている。二人の研究活動と自身の芸術活動の方向性の違いを自覚的に記述する
ことで、本作を含めた「暮らしのモンタージュ」のプロジェクト全体がより豊かなものとして私た
ちに提示されるはずだ。 
映像作品《#まなざしのかたち》は、ドキュメンタリー（撮影の対象である他者の側に出来事を生
み出す力がある映像作品）でもなければ、フィクション（他者に対して指示を与える作者が構築し
た作品）でもない。そして、また事実を報告する教育的＝エスノグラフィー的映像でもなければ、他
者の姿を消費するポルノグラフィー的映像でもない。フィクションとドキュメンタリーのあいだに
あり、しかしエスノグラフィーでもモノローグでもない、さまざまな既成のカテゴリーの「あいだ」
にある映像としてある。ドキュメンタリー／フィクション／エスノグラフィー／ポルノグラフィー
のどれでもないような映像の可能性を切り拓き、その背後にある考え方の表現に到達している事が
特筆されるべき優れた点だ。2 時間以上にわたって鑑賞者をひきこむ力をもつ映像、鑑賞者が映像
を見ながらそれぞれの思考に誘われるような装置として、十分に作動する力を持っていた。その一
方で、「暮らしのモンタージュ」という澤崎の活動全般との関係から視ると、長編映画以外の方法を
検証する余地があり、今後も氏のコンセプトを伝える最善の手法についての検討が望まれる。例え
ば、この映画の作者が不在であり、著作権も不在であり、誰でもこの作品を使用することが可能と
するなら、そこには澤崎氏自身のコントロールをも超え出た「知の余白」の領野が広がってくる。 
【審査結果】 
審査では提出された映画作品、論文、プレゼンテーションを踏まえて、複数の問題点が指摘され
たが、澤崎賢一氏の映像制作とその論文は、人類学者のフィールドワークにおける調査活動を補助
するような形で、彼らの調査のなかでは言語化され得ないような感覚的な「余白」をカメラを通し
て捉え、それをフィールドワークの営みに折り返そうとする独自性や質の高さも含め説得力のある
内容である事が確認された。上記を踏まえて、本審査では全員一致で合格とすることとした。 
